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７月の定期人事異動で、総合的な交通体系の

整備などを担当する政策統括官になりました藤

岡です。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

さて、国土形成計画では、多様な広域ブロッ

クが自立的に発展する国土の姿を目指していま

すが、申し上げるまでもなく、これを実現する

ためには、総合的な交通体系の整備の推進に向

けて、国際的・広域的な連携・交流を促進するとともに、地域におけるモビリティを確保するこ

とが重要となってきます。この８月に決定された全国８つのブロック毎の広域地方計画でも、例

えば、北陸圏広域地方計画では、職住に便利な公共交通を核とした地域づくりがうたわれるなど、

各地域の実情に即した交通体系の整備が進められることとされています。 

これらの施策の推進に当たっては、各種取組事例の情報を収集し分析することが必要となって



きます。このメルマガでも、総合的な交通体系の整備に関する国の施策をご説明するとともに、

各地域における様々な取組についても、引き続き、できるだけタイムリーにご紹介していきたい

と考えております。 

それぞれの地域やお立場で、総合的な交通体系について、検討し、その推進を図る方々と、問

題意識を共有させて頂きながら、今後とも、施策の推進に取り組んで参りたいと考えております

ので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

ＴＴＴｏｏｏｐｐｐｉｉｉｃｃｃｓｓｓ 

 「モビリティサポートモデル事業」実施箇所の取組について 

 （東京都、国土交通省 政策統括官付 参事官室） 

参事官室では、人の移動に着目し、出発地から目的地に至るまでの総合的な交通に関する施策

を推進しています。このことから、当室では、ユビキタス技術を活用して、あらゆる歩行者が移

動に関する情報を手に入れることができる環境を街づくりの中に構築することを目的に、今年度

から「モビリティサポートモデル事業」を創設し、全国的課題の解決に資するもの、あるいは多

くの地域に共通する課題の解決に資するものについて支援することとしています。今年度はモデ

ル事業の実施箇所を７箇所選定しており、本号では東京都の取組を紹介致します。 

東京都では１０月から、宿泊客等に専用の携帯情報端末を貸し出し、銀座エリア及び西新宿エ

リアにおいて店舗情報や観光情報などを提供する予定です。また、ユビキタス技術を活用した情

報提供を継続的に実施していくため、都を構成員に含む「東京ユビキタス計画・銀座」実施協議

会において、民間が主体となる運用体制の構築と情報提供機器や情報の法的位置付けについて、

それぞれ検討することとしています。平成１８年度から実証実験に取り組んできた実績を踏まえ、

官民協同運用体制の構築を目指した確実な取組が期待されています。（Ｙ．Ｓ．） 

 

【東京都の取組概要についてはこちら↓】 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/0908tokyo.pdf 

東京ユビキタス計画ホームページ：http://www.tokyo-ubinavi.jp/index.html 

東京都都市整備局ホームページ：http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/ 

西新宿エリア（都庁展望室）での実験風景銀座エリア（銀座通り）での実験風景 



地地地域域域ののの取取取組組組紹紹紹介介介   

   関東運輸局 

「地方鉄道に乗ってみませんか ～『関東の地方鉄道お出かけガイド』開設～」 

 地方鉄道と聞いて、皆さんは何を思い浮かべますか。旅情をそそる風光明媚な景色や、のどか

な田園風景でしょうか。 

もちろんそう言った一面もありますが、地方鉄道は地域住民の通学・通勤などの足としての重

要な役割も担う、地域の経済活動の基盤でもあります。 

しかしながら、多くの地方鉄道を取り巻く環境は、少子高齢化やモータリゼーションの進展な

どに伴って、極めて厳しい状況にあります。 

そこで国土交通省では、地方鉄道の活性化に向けて、自治体をはじめとする地方鉄道沿線地域

が主体となって意欲的に行われる取組に対し、幅広い情報提供や助言など積極的な支援を一元的

に行うことを目的として、平成２０年７月、各地方運輸局鉄道部計画課に「地方鉄道活性化支援

相談窓口」を設置しました。 

関東運輸局では、この支援策の一環として、平成２０年１２月、当局のホームページに『地方

鉄道活性化支援サイト：関東の地方鉄道お出かけガイド（以下、「お出かけガイド」という。）』

を開設しました。 
 

☆ 関東運輸局ホームページ「お出かけガイド」 

ＵＲＬ：http://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/tetudou/tihou_tetudou/index.html 
 

この「お出かけガイド」は、当局のホームページを訪れた人達に、地方鉄道への興味を呼び起

こすとともに、その地方鉄道へ足を運んでもらうためのきっかけともなるよう、管内の地方鉄道

に関する情報を広く発信しています。 

「お出かけガイド」には、トピックスとして「おすすめ情報」枠を設け、管内の地方鉄道各社

におけるキャンペーンや沿線の祭事情報、お得な切符の情報などを掲載しています。 

掲載情報については、定期的（情報の鮮度が落ちないように１週間から最大１ヶ月間）に各社

から情報提供を受け付けているほか、目次画面には各社の季節毎の車両などの写真とキャッチフ

レーズを掲載するとともに、各社のホームページとリンクさせることにより、より多くの情報提

供が可能となっています。 

今後も、「お出かけガイド」を発展・充実させることにより、地方鉄道活性化の一助ができれ

ばと考えておりますので、皆様も関東地方にお出かけの際は、ぜひ当局のホームページにアクセ

スしてみてください。きっと「関東にもこんな所があるんだ！」といった新たな発見があるはず

です。 
 

☆ 関東運輸局ホームページ 

ＵＲＬ：http://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/ 



ＩＩＩｎｎｎｆｆｆｏｏｏｒｒｒｍｍｍａａａｔｔｔｉｉｉｏｏｏｎｎｎ   

総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

 総合交通メールマガジンでは、読者の皆様からのご意見・ご要望を踏まえて内容を充実させて

いきたいと考えています。誌面の感想、取り上げて欲しいテーマなど、どのようなことでも構い

ませんので、ご意見等頂けると幸いです。様式、送付先については、下記ＵＲＬをご利用下さい。 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/iken-merumaga.xls 

 

   地域の取組募集！！ 

当室では、情報提供頂いた取組をメールマガジンで紹介することにより、各地域でノウハウ等

の情報共有・情報交換ができればと考えており、総合的な交通施策の取組について情報提供頂け

る自治体等を募集しています。自薦・他薦は問いませんので、お気軽にご連絡下さい。 

【情報提供頂く内容】 

例えば、 

・ 低炭素社会の実現に向け、モビリティのあり方を見直す取組（交通の再編等） 

・ 公共交通の利便性向上を目指した取組 

・ 交通の改善により地域活性化を図る取組  など 

※ これまでに、推薦頂いたものも含めて３１件の取組を紹介させて頂きました。 

バックナンバー一覧： 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html 



 

 

 

今回の「総合交通メールマガジン」では、関東運輸局から、地方鉄道の活性化を目的として、

ホームページを開設した事例について紹介頂きました。また、当室が今年度創設した「モビリテ

ィサポートモデル事業」の実施箇所の取組として、東京都の取組について紹介致しました。今後、

他地区の取組予定についても順次紹介していく予定ですので、ご期待下さい。 

話は横道に逸れますが、最近電車に乗っていると、車内で電話、ゲーム機、パソコン等の携帯

端末を起動させ、絶えず親指を動かしている人が非常に多いことに気付きます。１０年前にはこ

のような光景は全く見られなかったわけで、携帯端末の普及の速さに驚かされる今日この頃です。

一方、私自身は携帯電話を持ちつつも、赤外線通信すらうまく使えない状況。自身のアナログ度

の高さを認識するとともに、「モビリティサポートモデル事業」の実施箇所の皆様には、携帯端

末の操作に慣れない方にとっても扱いやすい携帯端末を使ってほしいものだなあと期待すると

ころです。（Ｔ．Ｋ．） 

 

 

 

 

 

 

編編編集集集後後後記記記   

【問い合わせ先】 

国土交通省 政策統括官付参事官室 メールマガジン担当 小林、近藤 

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１（内線５３－１１３、５３－１１７） 

ＦＡＸ：０３－５２５３－１６７５ 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/index.html 


